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平成27年度

事務事業調書

係 花とみどりの係
決裁者 榊原慶治

古庄朋子起案者
公園緑地課課

堀内公園管理事業 施設管理事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

3 自然と共生した環境づくり
1 緑
2 公園・緑地
2 公園の利用拡大
2 公園利用の機会提供

総合計画体系

一般会計

40-20-10

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

有

全部委託

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成04年度

委託先

安城市都市公園条例

期 間終 了23年目経 過

民間企業

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

公園施設（大型遊具含む）の日常点検、運営・植栽の管理（剪定、薬剤防除、芝刈り等）等の堀内公園の管
理を行います。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

安全で安心して楽しめる

～になる

堀内公園利用者が

・H20年度より指定管理者制度を導入しました。
・H24年度には、大型遊具保全計画に基づき、観覧車の中心軸深傷検査を実施し、安心安全な運行に努めていま
す。また、堀内公園開園20周年記念イベントを実施しました。
・H25年度は、芝滑り場及びバッテリーカー４台を更新し、その他、下水道接続及び新美南吉生誕百年記念イベ
ントを実施しました。
・H26年度は、バッテリーカー３台を更新し、観覧車の構造部材残存厚み測定調査を実施しました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 3,150

 342

 49,682

 342

 0

 0

 0

 50,024

 53,174

（実績）

平成24年度

 0

 3,150

 342

 66,780

 342

 0

 0

 0

 67,122

 70,272

（実績）

平成25年度

 0 0

 3,150 3,150

 342 342

 48,888 48,950

 342 342

 0 0

 0 0

 0 0

 49,230 49,292

 52,380 52,442

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 3,150

 342

 49,157

 342

 0

 0

 0

 49,499

 52,649

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.50) (0.50) (0.50)(0.50) (0.50)

1



３ 各活動にかかるコスト

式(式)

指定管理者委託業務活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 42,150.00活動にかかるコスト

 42,150活動の総事業費

 1.00実績

 1.00見込

平成24年度年度

 42,150.00

 42,150

 1.00

 1.00

平成25年度

 43,706.00

 43,706

 1.00

 1.00

平成26年度

 1.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

 0.00

指標名(単位)

堀内公園における苦情件数(件)

目標成果指標値

利用者数(千人)
成
果
２

成
果
１

未達成

 364.00

 420.00

目標達成年度 達成達成状況

 3.00実績

 10.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 10.00

 3.00

達成

 420.00

 346.00

未達成 未達成

 399.00

 420.00

達成

 2.00

 10.00

平成26年度

 420.00

 10.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
４月から新遊具のふわふわドームのオープンや自主事業の充実など、より楽しめる公園となって利用者数の増加に繋がりまし
た。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

 コストは消費税率の変更により増加しましたが、新遊具ふわふわドームのオープンの相乗効果により、前年度と比べ利用者
数が増加しました。

新遊具ふわふわドームのオープンが大きく影響し、大型有料遊具の全体利用者数が前年度に比べ15％増加しました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

遊具を始めとする公園施設の保全計画に基づき、常に利用者の立場にたった安心安全な運営運営に努めます。また、さらに利用
者数の増加を目指して、自主事業の充実や名古屋鉄道との連携を図り、公共交通機関を利用する来園者の増加を目指します。

８ 方向性

観覧車など大型遊具が設置された安城市唯一の公園であり、安心・安全な施設管理及び緑化保
全を図るため継続します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 花とみどりの係
決裁者 榊原慶治

成瀬寛斎起案者
公園緑地課課

公園補修事業 施設管理事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

3 自然と共生した環境づくり
1 緑
2 公園・緑地
2 公園の利用拡大
1 既存公園の改修及び利用規準の見直し

総合計画体系

一般会計

40-20-10

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

一部委託

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成元年度

委託先

期 間終 了26年目経 過

民間企業

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

公園施設（遊具、フェンス等）の改修や修繕を行います。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

安全で安心に利用できる公園になる

～になる

公園利用者が

遊具等施設で木造等の比較的簡易の施設は、現場職員による修繕を実施したことで迅速な対応とコストの削
減が図れました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 11,970

 0

 41,620

 0

 0

 0

 0

 41,620

 53,590

（実績）

平成24年度

 0

 11,970

 1

 95,093

 1

 0

 0

 0

 95,094

 107,064

（実績）

平成25年度

 0 0

 18,900 18,900

 1 1

 49,756 49,351

 1 1

 0 0

 0 0

 0 0

 49,757 49,352

 68,657 68,252

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 15,750

 1

 51,351

 1

 0

 0

 0

 51,352

 67,102

（予算）

平成27年度

事業種別

(1.90) (1.90) (3.00)(3.00) (2.50)

1



３ 各活動にかかるコスト

実施件数(件)

公園施設修繕

実施件数(件)

公園施設補修工事活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 91.43活動にかかるコスト

 14,172活動の総事業費

 155.00実績

 150.00見込

 3,368.25活動にかかるコスト

 26,946活動の総事業費

 8.00実績

 12.00見込

平成24年度年度

 181.71

 25,621

 141.00

 160.00

 5,311.27

 79,669

 15.00

 8.00

平成25年度

 380.49

 32,722

 86.00

 150.00

 3,593.50

 35,935

 10.00

 9.00

平成26年度

 150.00

 10.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

指標名(単位)

事故件数(件)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１
目標達成年度 達成達成状況

 0.00実績

 0.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 0.00

 0.00

達成 達成

 0.00

 0.00

平成26年度

 0.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
危険箇所の早期発見と迅速な修繕補修作業により、公園利用者が安全で安心して利用できます。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

公園施設補修工事及び公園施設修繕の活動コストは、前年度の大規模補修がなくなったため活動の総事業費が減少しました
が、経年劣化により破損した施設の更新や修繕を行いました。

毎週のパトロールや定期的な点検、現場職員の見回り等により、遊具等公園施設の不具合な箇所は迅速な対応で修繕・更
新しましたので、瑕疵のよる事故の発生はありませんでした。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

施設管理協会、シルバー人材センターの月曜日毎のパトロールや日常管理により施設の不具合等が早期発見でき迅速に対応でき
ました。今後もシルバー人材センターや職員によるパトロールを実施し良好な管理に努めます。また、公園施設長寿命化計
画に基づき、適切に施設の修繕・更新の実施を目指します。

８ 方向性

公園利用者の安心・安全を確保するため継続します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 花とみどりの係
決裁者 榊原慶治

古庄朋子起案者
公園緑地課課

公園愛護会事業 市民サービス事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

3 自然と共生した環境づくり
1 緑
1 緑と景観
2 緑の啓発
2 緑を守る団体への支援

総合計画体系

一般会計

40-20-10

安城市環境基本計画

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

有

直営

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

昭和54年度

委託先

安城市公園愛護会要綱

期 間終 了36年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

公園管理の円滑化と環境美化を図り、あわせて公園愛護意識の高揚を図る団体に対し、行政として支援を行い
ます。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

公園内の緑地の保全等に積極的に参加す
るようになる

～になる

愛護会の参加者が

地元町内会にとらわれず、ボランティア団体や公園利用者などにも声掛けをして、愛護会の設立に取り組みま
した。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 2,520

 0

 11,483

 0

 0

 0

 0

 11,483

 14,003

（実績）

平成24年度

 0

 2,520

 0

 12,666

 0

 0

 0

 0

 12,666

 15,186

（実績）

平成25年度

 0 0

 2,520 2,520

 0 0

 13,637 13,049

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 13,637 13,049

 16,157 15,569

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 4,410

 0

 13,978

 0

 0

 0

 0

 13,978

 18,388

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.40) (0.40) (0.40)(0.40) (0.70)

1



３ 各活動にかかるコスト

登録団体数(件)

公園愛護活動の奨励活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 140.03活動にかかるコスト

 14,003活動の総事業費

 100.00実績

 101.00見込

平成24年度年度

 146.02

 15,186

 104.00

 102.00

平成25年度

 151.00

 16,157

 107.00

 106.00

平成26年度

 107.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

指標名(単位)

団体登録件数(件)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１
目標達成年度 未達成達成状況

 100.00実績

 101.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 102.00

 104.00

達成 達成

 107.00

 106.00

平成26年度

 107.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
地域住民の環境美化意識が向上し、公園に対する愛着が増しました。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

整備計画の段階から愛護会活動について、関係者へ説明してきたことが団体数の増加に繋がりました。

新規公園のほか、既存公園においても、愛護会設立の依頼を行なったため、順調に設立することができました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

今後も愛護会未成立の公園についてはボランティア団体にも働きかけ、設立を目指すように努めます。

８ 方向性

地域住民と協働して公園の環境美化を図るため継続します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

2
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平成27年度

事務事業調書

係 花とみどりの係
決裁者 榊原慶治

尾崎健司起案者
公園緑地課課

公園施設管理事業 施設管理事務事業名

事業No

１ 事業概要

市の内部事務事業性質区分

3 自然と共生した環境づくり
1 緑
2 公園・緑地
9 上記施策以外の施策
9 上記施策以外の施策

総合計画体系

一般会計

40-20-10

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

無

一部委託

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成元年度

委託先

期 間終 了26年目経 過

民間企業

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

委託や直営により、公園内にある各施設の維持管理をしています。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

安全で安心に利用できる公園になる

～になる

公園利用者が

民間、シルバー人材センター及び直営によるパトロールの実施により、公園施設の不具合箇所の早期発見と対
応を行なうことができました。また、平成25年度は公園施設長寿命化計画を策定しました。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 17,010

 0

 226,724

 0

 0

 0

 5,000

 231,724

 248,734

（実績）

平成24年度

 0

 17,010

 0

 184,484

 0

 0

 0

 2,500

 186,984

 203,994

（実績）

平成25年度

 0 0

 15,750 15,750

 0 0

 230,809 233,714

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 230,809 233,714

 246,559 249,464

（実績）（予算）

平成26年度

 0

 16,380

 0

 240,579

 0

 0

 0

 0

 240,579

 256,959

（予算）

平成27年度

事業種別

(2.70) (2.70) (2.50)(2.50) (2.60)

1



３ 各活動にかかるコスト

(箇所)

管理する公園数活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 2,646.11活動にかかるコスト

 248,734活動の総事業費

 94.00実績

 94.00見込

平成24年度年度

 2,147.31

 203,994

 95.00

 95.00

平成25年度

 2,568.32

 246,559

 96.00

 96.00

平成26年度

 96.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移

 0.00

指標名(単位)

事故件数(件)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１
目標達成年度 達成達成状況

 0.00実績

 0.00目標

平成24年度年度 平成25年度

 0.00

 0.00

達成 達成

 0.00

 0.00

平成26年度

 0.00

平成27年度

５ 成果１、２以外の成果
民間委託と直営管理に加え、シルバー人材センターでの管理を併用することにより、不具合箇所の早期発見と対応へ
の取り組みができています。

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

倒木や枯枝の落下等による事故を未然に防ぎ、公園樹木管理業務を積極的に実施したためコストが増加する要因となりまし
た。

民間委託と直営管理に加え、シルバー人材センターの管理を併用することにより、公園施設の適正な維持管理ができ、安
全で安心な公園になりました。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

効率的な施設管理を図り、民間やシルバー人材センターへの業務内容の検証を十分行いながら、より安全で安心な公園の環境
作りを進めます。

８ 方向性

公園利用者の安全・安心の確保及び適切な公園管理を図るため継続します。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)
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